
調査票2

（社）

512,571 千円（A）

名称 事業の概要等 補助金・委託費の別 交付官庁

科学技術振興調整費　重
要課題解決型研究

統合化地下構造ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ
ｽの構築

委託費 文科省 5,897 千円　

平成19年度基準認証研
究開発委託費

簡易型蛍光X線を用いた
土壌汚染検出法に関する
標準化

委託費 経産省 6,091 千円

平成19年度　四国管内基
礎地盤情報構築検討業
務

東南海・南海地震に対す
る防災対策の基礎情報
構築

委託費 国交省 24,885 千円

千円

千円

36,873 千円（B）

7 ％（B/A）

※「名称」の欄には、正式名称を記載し、名称の前には(財)か(社)と略して記載すること。
※「補助金・委託費の別」の欄には、「補助金」若しくは「委託費」と記載すること。
※千円未満を四捨五入することから、それぞれの金額の単純合計と全体の合計額とは合わないことがある。

平成１9年度補助金等報告書

合計

（３）補助金等の年収比率

特例民法法人名

（１）年間収入　（総収入－前期繰越金）

地盤工学会

（２）国からの補助金等の交付実績額

金額



調査票３

法人名

2．課題名

5896 千円(A)

千円　　

千円　　

金額

1360 千円　　

　千円　　

　千円　　

　千円　　

支出先 金額

（財）地域 地盤 環境 研究所 3040 千円　　

3040 千円(B)

支出先 金額

千円　　

千円　　

金額

千円　　

千円　　

52 ％(B/A)

内容

（１）人件費

（２）一般管理費

（３）その他の管理費

内容

間接経費

6．外部への支出

（１）外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

3．事業の目的及び内容

補助金等支出明細書

（１）目的

地下構造に関する情報は，国民共有の国家財産である．地震防災の観
点からは，強震動評価に資する表層から地球内部構造に至る地下構造
が重要である．過去我が国では各種の目的で地下構造調査が実施され
てきたが，それらデータの一部は散逸の危機にある．しかし，現在我が
国には地下構造・地質情報を網羅したデータベースが存在しない．デー
タの散逸を防ぎ，誰もが利用可能なデータベースを構築し，データの有
効利用を目的とする．

１．補助金等の名称 科学技術振興調整費　重要課題解決型研究

統合化地下構造データベースの構築
　データベース連携・統合化のための分散管理型システムの開発
　　（４）表層地盤情報データベース連携に関する研究

（２）具体的な内容

地震防災に資することを主目的とし，表層から地球内部構造に至る地下
構造情報，地質情報を統合的に収集・管理し，広くデータ利用可能な仕
組みとして統合化地下構造データベースを構築する．各機関で整備され
たデータベースをネットワークで結び，データの相互利用・公開が可能な
システムを構築し，データの利活用を促進するための研究開発を行う．

支出内容

システム開発支援業務

合計

合計

4．交付実績額

5．補助金等における管理費

8．再補助・再委託等の割合

社団法人 地盤工学会

合計

7．その他

（２）（１）以外の支出

支出内容

合計

合計



調査票３

法人名

2．課題名

6,101 千円(A)

830 千円　　

83 千円　　

金額

 千円　　

　千円　　

 913 千円　　

支出先 金額

 千円　　

 千円(B)

支出先 金額

 千円　　

千円　　

金額

千円　　

千円　　

15  ％(B/A)

（１）人件費

（２）一般管理費

（３）その他の管理費

内容

6．外部への支出

（１）外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

内容

3．事業の目的及び内容

補助金等支出明細書

（１）目的

本事業では、国内の各種検出法を詳細に把握して最適な検出法を研究
し確立するとともに，その方法をISO／TC１９０（地盤環境）／SC３（化学
的方法と土の特性）／WG１０（スクリーニング方法）に提案して国際標準
化を図り，当該技術の国際的普及と国内外の環境保護に資することを目
的とする。

１．補助金等の名称 平成１９年度基準認証研究開発委託費

簡易型蛍光Ｘ線分析器を用いた土壌汚染検出法に関する標準化

国内分析技術の把握として，既存の国内技術の把握・調査を行う。日本
の技術を海外展開できるものがあれば積極的に取りあげ，国内的な意
見を集約して国際標準化への準備を推進する。
データ収集と原案の英文化として，国際規格案として日本から提案する
際に，日本の原案にデータ不足があるものについては追試験を行い，ＩＳ
Ｏにおける審議を有利に展開していくための準備作業を行う。同時に，原
案の英文化を行い，ＩＳＯへの提案準備を進める。
国際規格への提案のための研究として，日本案となる技術の相互比較
試験を関係研究機関や分析機器メーカー等で分担して行う。また，ＩＳＯ
／ＴＣ１９０／ＳＣ３／ＷＧ１０の国際会議に継続的に出席し，海外の分析
技術に関する情報収集を行いながら，適切な提案時期を検討する。

支出内容

合計

合計

4．交付実績額

5．補助金等における管理費

8．再補助・再委託等の割合

社団法人 地盤工学会

合計

7．その他

（２）（１）以外の支出

支出内容

合計

合計

（２）具体的な内容



調査票３

法人名

2．課題名 平成19年度　四国管内基礎地盤情報構築検討業務

24,885千円(A)

千円　　

千円　　

金額

　1,865千円　　

　千円　　

　千円　　

　千円　　

支出先 金額

千円(B)

支出先 金額

千円　　

千円　　

千円　　

千円　　

千円　　

金額

千円　　

千円　　

千円　　

％(B/A)

合計

8．再補助・再委託等の割合

社団法人 地盤工学会

合計

7．その他

（２）（１）以外の支出

支出内容

合計

（２）具体的な内容

四国地方に広域かつ甚大な被害をもたらすことが予想される東南海・南
海地震に対し広域的な防災対策の基礎情報構築として、高知平野の広
域的な地震動及び液状化解析を行うために必要な地層モデルの構築を
行う。

支出内容

合計

合計

4．交付実績額

5．補助金等における管理費

3．事業の目的及び内容

補助金等支出明細書

（１）目的 「平成19年度　四国管内基礎地盤情報構築検討業務」について検討を行う

１．補助金等の名称 業務委託

内容

（１）人件費

（２）一般管理費

（３）その他の管理費

内容

間接経費

6．外部への支出

（１）外部に再補助・再委託等されているものに関する支出




